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音波探査記録の添付範囲

凡 例

撓 曲

大間原子力発電所

• 海上音波探査によれば，上村(1975) 11）が図示した海底活断層付近には，被覆層の
堆積構造に陸域の隆起をもたらす活断層を示唆する変位・変形は認められない。

被覆層堆積構造 ：調査測線位置

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (9/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.106 再掲
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No.17
[電源開発㈱スパーカー]

被覆層堆積構造 ：No.17測線（北方延長部/記録断面図）

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

上村(1975) 11）により図
示された下北海岸断層
位置(延長部)

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (10/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.107 再掲
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No.17
[電源開発㈱スパーカー]

• 下北海岸断層北方延長部には，Ｅ層上部及びＡ層に断層運動を示唆する変位・変形が認められない。

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

被覆層堆積構造 ：No.17測線（北方延長部/解釈断面図）

上村(1975) 11）により図
示された下北海岸断層
位置(延長部)

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (11/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.108 再掲
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被覆層堆積構造 ：Ⅴ-1測線（断層部/記録断面図）

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

上村(1975) 11）により図示
された下北海岸断層位置

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (12/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.109 再掲
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被覆層堆積構造 ：Ⅴ-1測線（断層部/解釈断面図）

• 下北海岸断層付近には，Ｅ層上部及びＡ層に断層運動を示唆する変位・変形が認められない。

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

上村(1975) 11）により図示
された下北海岸断層位置

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (13/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.110 再掲
1-105



被覆層堆積構造 ：Ⅴ-10測線（断層部/記録断面図）

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

上村(1975) 11）により図示
された下北海岸断層位置

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (14/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.111 再掲
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被覆層堆積構造 ：Ⅴ-10測線（断層部/解釈断面図）

• 下北海岸断層付近には，Ｅ層上部に断層運動を示唆する変位・変形が認められない。

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

上村(1975) 11）により図示
された下北海岸断層位置

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (15/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.112 再掲
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被覆層堆積構造 ：No.531MA, MB測線（断層部/記録断面図）

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

上村(1975) 11）により図示
された下北海岸断層位置

凡 例

→ESE

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (16/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.113 再掲
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被覆層堆積構造 ：No.531MA, MB測線（断層部/解釈断面図）

• 下北海岸断層付近には，Ｅ層に断層運動を示唆する変位・変形が認められない。

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

上村(1975) 11）により図示
された下北海岸断層位置

凡 例

→ESE

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (17/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.114 再掲
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被覆層堆積構造 ：Ⅴ-20測線（断層部/記録断面図）

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

上村(1975) 11）により図示
された下北海岸断層位置

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (18/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.115 再掲
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被覆層堆積構造 ：Ⅴ-20測線（断層部/解釈断面図）

• 下北海岸断層付近には，Ｅ層上部及びＡ層に断層運動を示唆する変位・変形が認められない。

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

上村(1975) 11）により図示
された下北海岸断層位置

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (19/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.116 再掲
1-111



被覆層堆積構造 ：Ⅴ-30測線（断層部/記録断面図）

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

上村(1975) 11）により図示
された下北海岸断層位置

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (20/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.117 再掲
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被覆層堆積構造 ：Ⅴ-30測線（断層部/解釈断面図）

• 下北海岸断層付近には，Ｅ層上部及びＢ２層～Ａ層に断層運動を示唆する変位・変形が認められない。

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

上村(1975) 11）により図示
された下北海岸断層位置

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (21/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.118 再掲
1-113



被覆層堆積構造 ：No.601MA測線

（断層部/記録断面図）

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

上村(1975) 11）により図示
された下北海岸断層位置

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (22/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.119 再掲
1-114



被覆層堆積構造 ：No.601MA測線

（断層部/解釈断面図）

• 下北海岸断層付近には，Ｅ層に断層運動を
示唆する変位・変形が認められない。

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

上村(1975) 11）により図示
された下北海岸断層位置

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (23/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.120 再掲
1-115



被覆層堆積構造 ：No.601SM測線（断層部/記録断面図）

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

上村(1975) 11）により図示
された下北海岸断層位置

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (24/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.121 再掲
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被覆層堆積構造 ：No.601SM測線（断層部/解釈断面図）

• 下北海岸断層付近には，Ｅ層上部及びＡ層に断層運動を示唆する変位・変形が認められない。

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

上村(1975) 11）により図示
された下北海岸断層位置

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (25/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.122 再掲
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被覆層堆積構造 ：No.602MA測線

（断層部/記録断面図）

N
o
.6

0
2
M

A

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

上村(1975) 11）により図示
された下北海岸断層位置

凡 例

→E

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (26/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.123 再掲
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被覆層堆積構造 ：No.602MA測線

（断層部/解釈断面図）

• 下北海岸断層付近には，Ｅ層に断層運動を
示唆する変位・変形が認められない。

N
o
.6

0
2
M

A

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

上村(1975) 11）により図示
された下北海岸断層位置

凡 例

→E

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (27/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.124 再掲
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被覆層堆積構造 ：No.602SM測線（断層部/記録断面図）

N
o
.6

0
2
S
M

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

上村(1975) 11）により図示
された下北海岸断層位置

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (28/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.125 再掲
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被覆層堆積構造 ：No.602SM測線（断層部/解釈断面図）

• 下北海岸断層付近には，Ｅ層上部及びＢ２層～Ａ層に断層運動を示唆する変位・変形が認められない。

N
o
.6

0
2
S
M深度は，水中及び堆積

層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

上村(1975) 11）により図示
された下北海岸断層位置

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (29/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.126 再掲
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被覆層堆積構造 ：No.603MA測線

（断層部/記録断面図）

N
o
.6

0
3
M

A

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

上村(1975) 11）により図示
された下北海岸断層位置

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (30/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.127 再掲
1-122



被覆層堆積構造 ：No.603MA測線

（断層部/解釈断面図）

• 下北海岸断層付近には，Ｅ層及びＤ層に断層
運動を示唆する変位・変形が認められない。

N
o
.6

0
3
M

A

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

上村(1975) 11）により図示
された下北海岸断層位置

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (31/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.128 再掲
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被覆層堆積構造 ：No.603SM測線（断層部/記録断面図）

N
o
.6

0
3
S
M

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

上村(1975) 11）により図示
された下北海岸断層位置

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (32/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.129 再掲
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• 下北海岸断層付近には，Ｄ層上部～Ａ層に断層運動を示唆する変位・変形が認められない。

被覆層堆積構造 ：No.603SM測線（断層部/解釈断面図）

N
o
.6

0
3
S
M

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

上村(1975) 11）により図示
された下北海岸断層位置

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (33/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.130 再掲
1-125



被覆層堆積構造 ：No.604SM測線（断層部/記録断面図）

N
o
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S
M

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

解析結果による当該断層位置及び落下側

（ ）は他の断層

上村(1975) 11）により図示
された下北海岸断層位置

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (34/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.131 再掲
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被覆層堆積構造 ：No.604SM測線（断層部/解釈断面図）

N
o
.6

0
4
S
M

• 下北海岸断層付近に連続性のない断層が認められる。

• 連続性のない断層による変位がＥ層及びＢ２層下部まで，変形がＢ２層上部まで認められる
ため，断層運動は後期更新世以降に及んでいると評価する。

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

上部更新統以上にまで変位(変形)が及ぶ断層

解析結果による当該断層位置及び落下側

（ ）は他の断層

上村(1975) 11）により図示
された下北海岸断層位置

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (35/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.132 一部修正
1-127



被覆層堆積構造 ：Ct-1測線（断層部/記録断面図）

C
t-

1上村(1975) 11）により図示
された下北海岸断層位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (36/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.133 再掲
1-128



被覆層堆積構造 ：Ct-1測線（断層部/解釈断面図）

• 下北海岸断層付近には，Ｅ層上部及びＢ２層～Ａ層に断層運動を示唆する変位・変形が認められない。

C
t-

1

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

上村(1975) 11）により図示
された下北海岸断層位置

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (37/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.134 再掲
1-129



被覆層堆積構造 ：No.605SM測線（断層部/記録断面図）

N
o
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深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

上村(1975) 11）により図示
された下北海岸断層位置

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (38/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.135 再掲
1-130



被覆層堆積構造 ：No.605SM測線（断層部/解釈断面図）

• 下北海岸断層付近には，少なくともＢ３層～Ｂ２層及びＡ層に断層運動を示唆する変位・変
形が認められない。
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深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

上村(1975) 11）により図示
された下北海岸断層位置

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (39/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.136 再掲
1-131



被覆層堆積構造 ：Ct-7-2測線（断層部/記録断面図）

C
t-

7
-
2

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

上村(1975) 11）により図示
された下北海岸断層位置

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (40/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.137 再掲
1-132



被覆層堆積構造 ：Ct-7-2測線（断層部/解釈断面図）

• 下北海岸断層付近には，Ｂ３層～Ａ層に断層運動を示唆する変位・変形が認められない。

C
t-

7
-
2

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

上村(1975) 11）により図示
された下北海岸断層位置

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (41/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.138 再掲
1-133



被覆層堆積構造 ：Ct-10.5-3測線（断層部/記録断面図）

C
t-
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-
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深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。通商産業省(1970) 14)により

図示された断層位置

上村(1975) 11）により図示
された下北海岸断層位置

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (42/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.139 再掲
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被覆層堆積構造 ：Ct-10.5-3測線（断層部/解釈断面図）

• 下北海岸断層付近には，Ｂ３層上部～Ａ層に断層運動を示唆する変位・変形が認められ
ない。

• 敷地前面海域の断層として評価したF-31断層による変形がB３層からB１層下部まで認め
られることから，活動は後期更新世以降に及んでいると評価する。

C
t-

1
0
.5

-
3

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。通商産業省(1970) 14）により

図示された断層位置

上村(1975) 11）により図示
された下北海岸断層位置

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (43/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.140 一部修正
1-135

解析結果による当該断層位置及び落下側

（ ）は他の断層
上部更新統以上にまで変位(変形)が及ぶ断層



被覆層堆積構造 ：No.606SM測線（南方延長部/記録断面図）

N
o
.6

0
6
S
M

解析結果による当該断層位置及び落下側

（ ）は他の断層

解析結果による当該断層の延長位置

（ ）は他の断層の延長位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

通商産業省(1970) 14）により
図示された断層位置

上村(1975) 11）により図
示された下北海岸断層
位置(延長部)

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (44/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.141 再掲
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被覆層堆積構造 ：No.606SM測線（南方延長部/解釈断面図）

N
o
.6

0
6
S
M

• 下北海岸断層南方延長部には，Ｃ層上部～Ａ層に断層運動を示唆する変位・変形が認められない。

• 牛ノ首岬から南に延びるＥ層の高まりに連続性のない断層が２条認められ，一方は変位がＥ層上部ま
で，変形がＣ層下部からＢ２層下部まで，もう一方は変位がＥ層及びＢ３層からＢ２層上部まで，変形はＢ１

層下部まで認められる。

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

通商産業省(1970) 14)により
図示された断層位置

解析結果による当該断層位置及び落下側

（ ）は他の断層

解析結果による当該断層の延長位置

（ ）は他の断層の延長位置

上部更新統には変位(変形)が及ばない断層

上村(1975) 11）により図
示された下北海岸断層
位置(延長部)

上部更新統以上にまで変位(変形)が及ぶ断層

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (45/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.142 再掲
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被覆層堆積構造 ：No.606MA測線（南方延長部/記録断面図）

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

通商産業省(1970) 14）により
図示された断層位置

解析結果による当該撓曲位置及び落下側

（ ）は他の撓曲

解析結果による当該断層の延長位置

（ ）は他の断層の延長位置

上村(1975) 11）により図
示された下北海岸断層

位置(延長部)

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (46/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.143 再掲
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被覆層堆積構造 ：No.606MA測線（南方延長部/解釈断面図）

• 下北海岸断層南方延長部には，Ｅ層内に褶曲構造が
認められるが，Ｄ層～Ｂ１層に断層運動を示唆する変
位・変形が認められない。

• 敷地前面海域の断層として評価したF-28断層による
変形がＥ層からＢ１層まで認められることから，活動は
後期更新世以降に及んでいると評価する。

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

通商産業省(1970) 14）により
図示された断層位置

解析結果による当該撓曲位置及び落下側

（ ）は他の撓曲

解析結果による当該断層の延長位置

（ ）は他の断層の延長位置

上部更新統以上にまで変位(変形)が及ぶ断層

上村(1975) 11）により図
示された下北海岸断層

位置(延長部)

凡 例

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (47/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.144 再掲
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まとめ

• 上村(1975)11）等が図示する下北海岸断層位置付近には，該当する断層は認められない。

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (48/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.145 再掲
1-140



1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 1-141
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渡辺ほか（2012）12) ：下北半島北西端周辺の
地震性隆起海岸地形と海底活断層.

• 渡辺ほか(2012)12)は，下北半島西部のうち北部を隆起させる長さ約46kmの海底活断
層を，大間北方の大陸棚沖合の斜面に図示している。

原文抜粋

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (1/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.147 再掲
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• 上村(1975)11)は，下北半島西部西方沿岸付近に約27kmの
下北海岸断層を図示している。また，渡辺ほか(2012)12)は，
大間北方の大陸棚沖合の斜面に長さ約46kmの海底活断層
を図示している。

• これら文献断層の存否を音響基盤構造において確認する
ため，深部マルチチャンネルの音波探査記録を精査した。

音響基盤構造 ：調査測線位置

大間原子力発電所

陸 奥 湾

津 軽 海 盆

平
舘
海
峡

等深線は当社の資料に，海上保安庁水路部沿岸の海の基本図
「竜飛埼」，「白神岬」等の地形図を，陸奥湾については，国土地
理院沿岸海域地形図「平舘海峡」，「青森」並びに沿岸域広域地
形図「陸奥湾」を加え編集した。

音波探査記録の添付範囲
（主にエアガンマルチチャンネル記録）

海上音波探査測線

凡 例

渡辺ほか(2012) 12)による活断層

上村(1975)11)による下北海岸断層

• エアガンを主体としたマルチチャンネル海上音波探査によ
れば，渡辺ほか(2012)12)が図示した海底活断層付近には，
音響基盤上部に陸域の隆起をもたらす活断層を示唆する
変位・変形は認められない。

深 度（ｍ）

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (2/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.148 再掲
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大間海脚

大間海脚

• 渡辺ほか(2012)12)が断層を示した位置
は，陸棚沖合の斜面（以後，陸棚斜面と呼
ぶ）の下端付近であり，Ｅ層上面及びそれ
以浅の地層に断層運動を示唆する変位・
変形は認められない。

• なお，Ｅ層内部の先新第三系上面と考え
られる反射面にも断層運動を示唆する変
位・変形は認められない。

戸井層（先新第三系）
上面と考えられる反射面

凡 例

渡辺ほか(2012) 12)により
図示された断層位置

音響基盤構造 ：No.109MA測線

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (3/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.149 再掲
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音響基盤構造 ：No.113MA，MB測線

• 渡辺ほか(2012)12)が断層を示した位置は，陸
棚斜面の下端付近であり，Ｅ層上面及びそれ以
浅の地層に断層運動を示唆する変位・変形は認
められない。

• 渡辺ほか（2012）12)が断層を示した位置には，
Ｅ層上面及びそれ以浅の地層に断層運動を示
唆する変位・変形は認められない。

凡 例

渡辺ほか（2012）12)により
図示された断層位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (4/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.150 再掲
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• 渡辺ほか（2012）12)が断層を示した位置
は，陸棚斜面上にあり，Ｅ層上面及びそれ
以浅の地層に断層運動を示唆する変位・
変形は認められない。

音響基盤構造 ：No.502M測線

凡 例

渡辺ほか（2012）12)により
図示された断層位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (5/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.151 再掲
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音響基盤構造 ：NO.F-5-2測線

• 渡辺ほか(2012)12)が断層を示した位
置は，陸棚斜面の下端付近であり，Ｅ
層上面及びそれ以浅の地層に断層運
動を示唆する変位・変形は認められな
い。

凡 例

渡辺ほか(2012) 12)により
図示された断層位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (6/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.152 再掲
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• 渡辺ほか（2012）12)が断層を示した位置
は，陸棚外縁付近であり，Ｅ層上面及びそ
れ以浅の地層に断層運動を示唆する変
位・変形は認められない。

音響基盤構造 ：NO.E-101測線

凡 例

渡辺ほか（2012) 12)により
図示された断層位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (7/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.153 再掲
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大間原子力発電所

陸 奥 湾

津 軽 海 盆

平
舘
海
峡

等深線は当社の資料に，海上保安庁水路部沿岸の海の基本図
「竜飛埼」，「白神岬」等の地形図を，陸奥湾については，国土地
理院沿岸海域地形図「平舘海峡」，「青森」並びに沿岸域広域地
形図「陸奥湾」を加え編集した。

音波探査記録の添付範囲

海上音波探査測線

凡 例

渡辺ほか（2012）12)による活断層

上村(1975) 11) による下北海岸断層

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (8/49)

被覆層堆積構造 ：調査測線位置

• 上村(1975)11)は，下北半島西部西方沿岸付近に約27kmの
下北海岸断層を図示している。また，渡辺ほか(2012)12)は，
大間北方の大陸棚沖合の斜面に長さ約46kmの海底活断層
を図示している。

• これら文献断層の存否を被覆層構造において確認するた
め，沿岸部の音波探査記録を精査した。

• ブーマー及びスパーカーを主体とした海上音波探査によ
れば，渡辺ほか(2012)12)が図示した海底活断層付近には，
被覆層に陸域の隆起をもたらす活断層を示唆する変位・変
形は認められない。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.154 再掲
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被覆層堆積構造 ：No.108SM測線（断層部/記録断面図）

凡 例

渡辺ほか（2012）12)により
図示された断層位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (9/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.155 再掲
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被覆層堆積構造 ：No.108SM測線（断層部/解釈断面図）

凡 例

渡辺ほか（2012）12) により
図示された断層位置

• 渡辺ほか(2012)12)が断層を示した位置は，陸棚斜面の下端付近であり，少なくともＢ３

層上部～Ｂ１層に断層運動を示唆する変位・変形が認められない。

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (10/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.156 再掲
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被覆層堆積構造 ：No.108測線（断層部/記録断面図）

凡 例

渡辺ほか（2012）12)により
図示された断層位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (11/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.157 再掲
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被覆層堆積構造 ：No.108測線（断層部/解釈断面図）

凡 例

渡辺ほか(2012) ２）により
図示された断層位置

• 渡辺ほか(2012)12)が断層を示した位置は，陸棚斜面の下端付近であり，Ｅ層及
びＣ層～Ｂ１層に断層運動を示唆する変位・変形が認められない。

凡 例

渡辺ほか（2012）12)により
図示された断層位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (12/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.158 再掲
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被覆層堆積構造 ：No.108.5測線（断層部/記録断面図）

凡 例

渡辺ほか（2012）12)により
図示された断層位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (13/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.159 再掲
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被覆層堆積構造 ：No.108.5測線（断層部/解釈断面図）

• 渡辺ほか(2012)12)が断層を示した位置は，陸棚斜面上にあり，Ｅ層及びＣ層
～Ｂ１層に断層運動を示唆する変位・変形が認められない。

凡 例

渡辺ほか（2012）12)により
図示された断層位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (14/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.160 再掲
1-155



被覆層堆積構造 ： No.109SM測線（断層部/記録断面図）

凡 例

渡辺ほか（2012）12)により
図示された断層位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (15/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.161 再掲
1-156



被覆層堆積構造 ： No.109SM測線（断層部/解釈断面図）

• 渡辺ほか(2012)12)が断層を示した位置は，陸棚斜面の下端付近であり，少なくと
もＢ２層及びＢ１層に断層運動を示唆する変位・変形が認められない。

凡 例

渡辺ほか（2012）12)により
図示された断層位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (16/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.162 再掲
1-157



被覆層堆積構造 ：No.109測線（断層部/記録断面図）

凡 例

渡辺ほか（2012）12)により
図示された断層位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (17/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.163 再掲
1-158



被覆層堆積構造 ：No.109測線（断層部/解釈断面図）

• 渡辺ほか(2012)12)が断層を示した位置は，陸棚斜面の下端付近であり，Ｅ層及
びＣ層～Ｂ１層に断層運動を示唆する変位・変形が認められない。

凡 例

渡辺ほか（2012）12)により
図示された断層位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (18/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.164 再掲
1-159



被覆層堆積構造 ：No.109.5測線（断層部/記録断面図）

凡 例

渡辺ほか（2012）12)により
図示された断層位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (19/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.165 再掲
1-160



被覆層堆積構造 ：No.109.5測線（断層部/解釈断面図）

• 渡辺ほか(2012)12)が断層を示した位置は，陸棚斜面の下端付近であり，Ｅ層
～Ｂ１層に断層運動を示唆する変位・変形が認められない。

凡 例

渡辺ほか（2012）12)により
図示された断層位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (20/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.166 再掲
1-161



被覆層堆積構造 ：No.110SM測線（断層部/記録断面図）

凡 例

渡辺ほか（2012）12)により
図示された断層位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (21/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.167 再掲
1-162



被覆層堆積構造 ：No.110SM測線（断層部/解釈断面図）

凡 例

渡辺ほか（2012）12)により
図示された断層位置

• 渡辺ほか(2012)12)が断層を示した位置は，陸棚斜面の下端付近であり，少なくともＣ層
及びＢ１層に断層運動を示唆する変位・変形が認められない。

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (22/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.168 再掲
1-163



被覆層堆積構造 ：No.110測線（断層部/記録断面図）

凡 例

渡辺ほか（2012）12)により
図示された断層位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (23/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.169 再掲
1-164



被覆層堆積構造 ：No.110測線（断層部/解釈断面図）

• 渡辺ほか(2012)12)が断層を示した位置は，陸棚斜面の下端付近であり，Ｅ層～
Ｃ層及びＢ１層に断層運動を示唆する変位・変形が認められない。

凡 例

渡辺ほか（2012）12)により
図示された断層位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (24/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.170 再掲
1-165



被覆層堆積構造 ：No.110.5測線（断層部/記録断面図）

凡 例

渡辺ほか（2012）12)により
図示された断層位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (25/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.171 再掲
1-166



被覆層堆積構造 ：No.110.5測線（断層部/解釈断面図）

• 渡辺ほか(2012)12)が断層を示した位置は，陸棚斜面の下端付近であり，Ｅ層，
Ｃ層及びＢ１層に断層運動を示唆する変位・変形が認められない。

凡 例

渡辺ほか（2012）12)により
図示された断層位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (26/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.172 再掲
1-167



被覆層堆積構造 ：No.111SM測線（断層部/記録断面図）

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (27/49)

凡 例

渡辺ほか(2012) 12)により
図示された断層位置

深度は，水中および堆
積層中での音波伝播速
度を1500m/secと仮定し
て計算した。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.173 再掲
1-168



被覆層堆積構造 ：No.111SM測線（断層部/解釈断面図）

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (28/49)

凡 例

渡辺ほか(2012) 12)により
図示された断層位置

深度は，水中および堆
積層中での音波伝播速
度を1500m/secと仮定し
て計算した。

• 渡辺ほか(2012)12)が断層を示した位置は，陸棚斜面の下端付近であり，少なくともＣ層
上部～Ｂ３層及びＢ１層に断層運動を示唆する変位・変形が認められない。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.174 再掲
1-169



被覆層堆積構造 ：No.111測線（断層部/記録断面図）

凡 例

渡辺ほか（2012）12)により
図示された断層位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (29/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.175 再掲
1-170



被覆層堆積構造 ：No.111測線（断層部/解釈断面図）

凡 例

渡辺ほか（2012）12)により
図示された断層位置

• 渡辺ほか(2012)12)が断層を示した位置は，陸棚斜面の下端付近であり，少なくともＣ
層～Ｂ３層及びＢ１層に断層運動を示唆する変位・変形が認められない。

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (30/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.176 再掲
1-171



被覆層堆積構造 ：No.111.5測線（断層部/記録断面図）

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (31/49)

解析結果による当該断層位置及び落下側

（ ）は他の断層

凡 例

渡辺ほか(2012) 12)により
図示された断層位置

深度は，水中および堆
積層中での音波伝播速
度を1500m/secと仮定し
て計算した。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.177 再掲
1-172



被覆層堆積構造 ：No.111.5測線（断層部/解釈断面図）

断 層

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (32/49)

解析結果による当該断層位置及び落下側

（ ）は他の断層

• 渡辺ほか(2012)12)が断層を示した位置は，陸棚斜面の下端付近であり，Ｅ層～Ｂ３

層及びＢ１層に断層運動を示唆する変位・変形が認められない。

凡 例

渡辺ほか(2012) 12)により
図示された断層位置

深度は，水中および堆
積層中での音波伝播速
度を1500m/secと仮定し
て計算した。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.178 再掲
1-173



被覆層堆積構造 ：No.112SM測線（断層部/記録断面図）

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (33/49)

凡 例

渡辺ほか(2012) 12)により
図示された断層位置

深度は，水中および堆
積層中での音波伝播速
度を1500m/secと仮定し
て計算した。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.179 再掲
1-174



被覆層堆積構造 ：No.112SM測線（断層部/解釈断面図）

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (34/49)

凡 例

渡辺ほか(2012) 12)により
図示された断層位置

• 渡辺ほか(2012)12)が断層を示した位置は，陸棚斜面の下端付近であり，少なくともＤ層上部
～Ｂ３層及びＢ１層に断層運動を示唆する変位・変形が認められない。

深度は，水中および堆
積層中での音波伝播速
度を1500m/secと仮定し
て計算した。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.180 再掲
1-175



被覆層堆積構造 ：No.112測線（断層部/記録断面図）

凡 例

渡辺ほか（2012）12)により
図示された断層位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (35/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.181 再掲
1-176



被覆層堆積構造 ：No.112測線（断層部/解釈断面図）

凡 例

渡辺ほか（2012）12)により
図示された断層位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

• 渡辺ほか(2012)12)が断層を示した位置は，陸棚斜面の下端付近であり，Ｅ層～
Ｂ３層及びＢ１層に断層運動を示唆する変位・変形が認められない。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (36/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.182 再掲
1-177



被覆層堆積構造 ：No.112.5測線（断層部/記録断面図）

凡 例

渡辺ほか（2012）12)により
図示された断層位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (37/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.183 再掲
1-178



被覆層堆積構造 ：No.112.5測線（断層部/解釈断面図）

凡 例

渡辺ほか（2012）12)により
図示された断層位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

• 渡辺ほか(2012)12)が断層を示した位置は，陸棚斜面の下端付近であり，少なくともＣ
層～Ｂ３層及びＢ1層に断層運動を示唆する変位・変形が認められない。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (38/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.184 再掲
1-179



被覆層堆積構造 ：No.113SM測線（断層部/記録断面図）

凡 例

渡辺ほか（2012）12)により
図示された断層位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (39/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.185 再掲
1-180



被覆層堆積構造 ：No.113SM測線(断層部/解釈断面図）

凡 例

渡辺ほか（2012）12)により
図示された断層位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

• 渡辺ほか(2012)12)が断層を示した位置は，陸棚斜面の下端付近であり
，少なくともＢ３層及びＢ1層に断層運動を示唆する変位・変形が認めら
れない。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (40/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.186 再掲
1-181



被覆層堆積構造 ：No.113測線（断層部/記録断面図）

凡 例

渡辺ほか（2012）12)により
図示された断層位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (41/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.187 再掲
1-182



被覆層堆積構造 ：No.113測線（断層部/解釈断面図）

凡 例

渡辺ほか（2012）12)により
図示された断層位置

• 渡辺ほか(2012)12)が断層を示した位置は，陸棚斜面の下端付近
であり，少なくともＣ層～Ｂ３層及びＢ１層に断層運動を示唆する
変位・変形が認められない。

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (42/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.188 再掲
1-183



被覆層堆積構造 ：No.113.5測線（断層部/記録断面図）

凡 例

渡辺ほか（2012）12)により
図示された断層位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (43/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.189 再掲
1-184



被覆層堆積構造 ：No.113.5測線（断層部/解釈断面図）

凡 例

渡辺ほか（2012）12)により
図示された断層位置

• 渡辺ほか(2012)12)が断層を示した位置は，陸棚斜面の
下端付近であり，Ｅ層～Ｂ３層及びＢ1層に断層運動を
示唆する変位・変形が認められない。

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (44/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.190 再掲
1-185



被覆層堆積構造 ：No.114SM測線（断層部/記録断面図）

凡 例

渡辺ほか(2012) 12) により
図示された断層位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (45/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.191 再掲
1-186



被覆層堆積構造 ：No.114SM測線（断層部/解釈断面図）

凡 例

渡辺ほか(2012) 12)により
図示された断層位置

• 渡辺ほか(2012)12)が断層を示した位置は，陸棚斜面上
にあり，少なくともＣ層上部及びＢ１層に断層運動を示唆
する変位・変形が認められない。

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (46/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.192 再掲
1-187



被覆層堆積構造 ：No.114測線（断層部/記録断面図）

凡 例

渡辺ほか(2012) 12) により
図示された断層位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (47/49)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.193 再掲
1-188



被覆層堆積構造 ：No.114測線（断層部/解釈断面図）

凡 例

渡辺ほか(2012) 12) により
図示された断層位置

• 渡辺ほか(2012)12)が断層を示した位置は，陸棚斜面上
にあり，少なくともＣ層及びＢ1層に断層運動を示唆す
る変位・変形が認められない。

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (48/49)
第579回審査会合
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まとめ

• 渡辺ほか(2012)12)が大間北方の大陸棚沖合の斜面に図示した海底活断層付近には，該当する
断層は認められない。

1.5.2 渡辺ほか（2012）12)による断層 (49/49)
第579回審査会合
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